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事前学習
ビデオ作成（自己紹介・学校紹介・日本文化紹介）

ディスカッションの事前学習

オンライン交流
ディスカッション（持続可能社会（文化、伝統／テクノ

ロジー、AIのどちらか）

事後学習 アンケート

実施内容 

高等部 シンガポール短期交換留学：オンライン交流会
2025年11月19日

 オンライン交流の様子

参加者の声

オンライン交流会で最初の自己紹介の時に、予想外なことが起き、少し動転してしまいました。

しかし、その中でも何かできることはないかと考え、臨機応変に対応することができました。

英語は全然完璧ではなかったかもしれないけど、自分で対応できたことが成長の糧になったと思いました。

国が違うと、英語の発音が違ったり、訛りがあることを学べました。初めは緊張していましたが、相手の

方がとても優しく、ゲームの時もディスカッションの時もとても楽しくできました。

今では バディの子と一緒にDMして話しています。

「伝わるように工夫しながら話すことの難しさ」「なんとか伝えようとする態度の大切さ」を学びました。

思っていたよりもスピードや訛りもあって普段の英語の授業より3倍くらい聞き取ることが難しかったで
す。自分の意見を言う時もパッと頭の中の日本語を英語に変換することが難しく、焦りました。日常会話

程度ならできていたけれどディスカッションとなると単語も難しくなってまだまだ改善が必要だなと思いま

した。でも、話そうという姿勢をずっと作っていたことで、シンガポールの生徒さんも耳を傾けてくれ、話

すときも分かりやすい単語に置き換えてくれました。また、わからないときはそれを正直に伝えることでゆ

っくり話してくれて、自分からコミュニケーションを取ろうという姿勢が大切なんだなと思いました。

訛りが人によって異なるから難しいです。

最初はうまく英語で意見が言えるか不安でしたが、話そうとする姿勢を作るとHCI生も聞こうとしてくれ
たりリアクションを返してくれたりして、コミュニケーションを取ろうとすることが大切なんだなと学び

ました。国が違っても考え方とが学校生活で似ていることが多くて意外でした。

相手が何を言っているのか理解できなかったり、聞き取れなかったりした時、理解できるまで質問し続

けることでより活発な交流ができました。消極的になってしまうと相手に気を遣わせてしまったり、場の

空気に呑まれ、消極的になってしまったりするので、積極的に話していくことが大事だと思いました。



韓国短期交換留学
2025年12月13日〜17日

実施内容 
1日目 関西国際空港→仁川国際空港→ホテルへ

2日目 バディーと戦争記念館など散策

3日目 東灘（ドンタン）国際高等学校にて 授業参加

4日目 授業参加

5日目 仁川国際空港→関西国際空港

日本で受入時に1回会っていましたがもっと仲良くすることができ助け合ったり、沢山のことを経験できて充実した1
週間でした。国際的には仲が悪いという印象が多いですが生徒間では全然そんなことはなくお互いの文化、好きなこ

とを尊重して沢山話すことができました！迷っているなら経験するべきです！

参加者の声

再会

短く感じました。1週間だけでしたが、自分の語学力が伸びたと実感しました。

とても楽しかったです。中々ない経験ができたと思います。例えば、一緒に授業を受けたり、買い物したりなど、

この留学ならではのことができて、バディの子ともとても仲良くなれて嬉しかったです。

約1週間で日本の生徒とも韓国の生徒とも、本当に「友達」として心から関わることが出来ました。他の交流とはひと
味違う関係を繋ぐことができたと思います。内向的な所もある私も、積極的に行動する事ができ、この交流のお陰で

成長を身に染みて感じることが出来ました。現地ではサポートがとても親切で困った時は直ぐに気にかけてくれまし

た。新たな発見も沢山あり、かけがえのない時間になりました。

日本と韓国は近いのですぐに行けるけれど、学校や学生とたくさん交流ができるのはここでしか経験できないことだと思うの

で、実際に同じ年くらいの韓国の人と話してみたい人はぜひ参加してみてください！

事前準備の韓国語講座は大変だけど凄くためになるし、楽しかったです

不安なことや後悔することもあったけど、なによりも絶対楽しめると思います！

特に他の海外研修が少しレベル高いな、と思う人におすすめです！是非参加してみてください。

韓国や留学に興味はあるけど不安だという人にはぜひ参加してほしいです。実際に私がそうでした。1年生のときにこの
プログラムに参加している子を見て、このプログラムなら自分にもできるんじゃないかと思い、参加しました。

今はこのプログラムに参加して本当によかったと感じています。楽しいだけではなく、韓国の学生と意見を交換するな

ど普段できないようなことをたくさん経験できました。このプログラムを通して自分の中でたくさんの変化がありまし

た。興味がある、挑戦してみたいという気持ちだけで十分です。ぜひ参加してみてください！

1週間の中で市内散策やショッピングをしたり、一緒に授業を受けたりご飯を食べたりと、とても多くの形で交流することが
できました。特に市内散策の時はラフに会話ができたし、話題もたくさんあったので関係を深めることができたと思います。

学校の授業でも、わからないところは英語で説明してくれたり、新しい韓国語を教えてくれたりして知識が増えました。バデ

ィも私達が楽しめるように色々工夫してくれて、とても楽しく内容の濃い1週間になりました。

最初は不安があっても、実際に行ってみるとそれ以上に楽しく学ぶことが多いです。勇気を出して参加すると、自分の視野

が広がる貴重な経験になると思います。



国際交流委員の一年間の活動まとめ号

今年度も国際交流委員の皆さんは生徒会執行部と共同して大活躍してくれました。

1年間の活動内容を紹介します!

留学生来校のため、机や椅子の準備・片付けを行ったり、
留学生来校中の移動教室のお手伝いをしたりもしました。

国際交流
パーティー

葦の葉祭で、ワクチン寄付のため

ペットボトルキャップ回収を実施しました。

韓国 給食コラボ

5月 　日韓交流　

7月 　台湾・オーストラリア 受入　

カフェコラボ

担当者がレシピから
考え、

カフェテリアの協力
を得て、

期間・数量限定で

コラボメニューを販
売しました。

9月 葦の葉祭　　

担当者がパーティーの

内容を企画し、

当日の運営を行いました。

担当者がレシピから
考え、

栄養士さんの協力を
得て、

中等部生の給食提供
をしました！

メンバーから一言

韓国、オーストラリア、台湾な

ど、たくさんの留学生と交流し

ました。企画案や司会原稿、飾

り付けなども自分たちで行い、

時には行き詰まることもありま

したが、委員会全体で協力し、

パーティーを成功させることが

できました。留学生の方々が楽

しんでくださるのを見て、みんな

で頑張ってよかったと達成感を

感じています。

国際交
流委員

が

作成し
たポス

ター

本年度の国際交流委員会では韓国、台湾、オーストラリアから留学生を受け入れ、

交流パーティーおよび給食コラボを実施しました。あまり国際に興味がなかった

生徒でも給食を通して国際理解を深めてもらえたのではないかと思います。

また、例年通りペットボトルキャップの回収を行い、関西スーパーに寄付しました。

いずれの企画も、担当してくれた委員会のメンバーやご協力いただいた方々のおかげで

一年終えることができました。ありがとうございました。

給食コラボの反響

▶︎とても美味しかったので、コラボの機会を増やしてほしい

▶︎日本にいながら、韓国に行った気分になりました！

▶︎世界の食文化に興味を持つきっかけになりました！



ワクチン寄付のために回収したペットボトルキャップを、

12月17日に関西スーパーさんに持ち込みさせていただきました!!
総重量25kg、約12,500個のキャップが集まりました！

高槻市にある海外協力グループクスクスさんと交流会を開催しました。今年度で4回目になります。
今回はフランス、ペルー、タイなど様々な国からアシスタントの方を含め、13名が来校されました。
国際交流委員の担当者と生徒会執行部の生徒で運営について何度も打ち合わせを行い、当日を迎えました。

ジェスチャー伝言ゲームや椅子取りゲームで盛り上がり、更にグループごとに分かれて交流を深めました。

11〜12月 ペットボトルキャップ　　

1月 　次年度に向けて準備中・・・

給食
コラ
ボの

打ち
合わ
せ

次年
度の
給食
を

お楽
しみ
に!!

1年間ありがとうございました。
3月は、シンガポールと台湾に高等部生、中等部生が短期交換留学に行きます♪

次年度も随時国際交流プログラムの案内をしていきます。

12月 　クスクス交流会

メンバーから一言

初等部の頃からペットボトル

キャップ回収の存在は知って

いましたが、改めて委員にな

ってその行動に対しての達成

感を感じました！

　ワクチン換算すると...
ポリオ（小児麻痺）約12人分

BCC（結核）約35人分

メンバーから一言

様々な国の人々と

お互いの国の食文化

など、いろいろな話

をしました。どの話

も新鮮で面白かった

です。

お礼のメッセージ


